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② ①の条件を満たす 23 会話の中で，初対面会話と友人同士の会話を同数にするため，
会話数の少ないほうの接触場面の「初対面会話（女性同士）」8 会話に合わせて，友人
同士の 15 会話から 8 会話を抽出した3。（非母語話者は，全員中国語（台湾の国語を含
む）を母語とする日本語学習者である。） 
選定した全 16 会話4は，すべて女性同士による会話である。選定した 16 会話の総会話時






















4 初対面 8会話の通し番号は 279，280，281，282，283，284，285，286であり，友人同士 8会話の通し
番号は 142，143，144，324，325，326，327，328である。 



















例（1）―1 Ａ 〈笑い〉(A-1)もうホンットにいい先生がいるのよねえ。 
―2 Ｂ ふーん 
―3 Ａ それで，もう，うちの子供なんか，恋をしてる程大好きで，「だいしゅき，だいしゅき」と 
かゆっ〈笑い〉(A-1) 
―4 Ｂ 〈笑い〉(A-2)かわいー〈笑い〉(A-2) 
例（2）―1 Ａ でも，わたしなんか，なんか，あの，よくあるじゃないですか。お見合いの時に聞かれる， 
あれのような心境になって。〈笑い〉(A-3) 
―2 Ｂ 興信所みたいな。〈笑い〉(A-3) 
例（3）―1 Ａ Ｂちゃん，まだ 22歳だっけ。 
―2 Ｂ 来年で〈笑い〉(B-1) ，23でーす。〈笑い〉(B-1) 
例（4）―1 Ａ じゃあ，この，点滅ってゆうふうにこー，ファジーな表現がいいんじゃないですか。〈笑い 
ながら〉(B-2) 
例（5）―1 Ａ あーそうですか。有り難うございます。〈笑いながら〉(B-3) 
例（6）―1 Ａ あるんですよ。いろいろと。 
―2 Ｂ はあ 
―3 Ａ 〈笑いながら〉(C-1)いろいろと・・・ 
例（7）―1 Ａ だからそれがすけてんのよ。 
―2 Ｂ 〈笑い〉(C-2) 
―3 Ａ もう，パンツ見える？ 
 
 笑いのコーディングの結果の信頼性は，認定者 2名が 16 会話の中から初対面会話と友人














 以下の表 1-1 に，初対面会話，友人同士の会話別に，母語話者と非母語話者の「①発話時
の笑い」の頻度とそれが当該話者の総発話文数に占める割合を示す。 
 
表 1-1 母語話者と非母語話者の「①発話時の笑い」と 
当該話者の総発話文数に占める割合 
話者 初対面(8会話)：頻度(割合%) 友人(8会話)：頻度(割合%) 
①発話時の笑い 当該話者の総発話文数 ①発話時の笑い 当該話者の総発話文数 
母語話者 156(10.83) 1440(100.00) 129(6.63) 1946(100.00) 
非母語話者 122(8.19) 1491(100.00) 180(10.32) 1745(100.00) 
表 1-2 場面別「①発話時の笑い」の頻度 
話者 初対面(8会話) 友人(8会話) 
母語話者 156*** 129*** 
非母語話者 122*** 180*** 
***：p<.001 
 
表 1-3 話者別「①発話時の笑い」の頻度 
場面 母語話者 非母語話者 
初対面(8会話) 156*** 122*** 
友人(8会話) 129*** 180*** 
***：p<.001
 表 1-1 からわかるように，初対面会話においては，母語話者のほうが，非母語話者よりも
笑いが多いが，友人同士の会話においては，非母語話者のほうが笑いが多い（（χ2(1)=11.525,
 p=.0006866, p<.001）表 1-2 参照）。また，母語話者は，友人同士の会話よりも初対面会話
において笑いが多いが，非母語話者は，初対面会話よりも友人同士の会話における笑いが多






















母語話者 50(3.35) 1491(100.00) 44(2.52) 1745(100.00) 
非母語話者 53(3.68) 1440(100.00) 49(2.52) 1946(100.00) 
 





































































































































































































































む際」の笑いが多い（（フィッシャーの正確確率検定, p=.04997, p<.05）表 3-1 の網掛け部分
参照））。一方，表 3-2 からは，友人同士の会話においては，非母語話者のほうが，母語話
者よりも「バランスをとるための笑い」が多く（（t=-2.944, df=14, p=.011, p<.05）表 3-2 の
網掛け部分参照），その中でも，「相手領域に踏み込む際」の笑いが多い（（t=-2.326, 














表 3-3 場面別 Bタイプの 
「①発話時の笑い」の頻度 
***：p<.001 














最後に，表 4-1，表 4-2 に，初対面会話，友人同士の会話別に，母語話者と非母語話者に
よる「②相手発話時の笑い」のタイプ別頻度と割合をまとめる。表 3-1 と表 3-2 と同様に，
下位項目は略称を用いて示す。 
 


































































































母語話者 57*** 21*** 






母語話者 44*** 12*** 












































































































 その前に，以下の表 5 に，会話例に使用されている文字化方法である『基本的な文字化の
原則（BTSJ）2019 年改訂版』（宇佐美，2020）の記号凡例を示しておく。 
 
表 5 本研究に用いられる会話例における BTSJ の記号凡例 
。 ［全角］ 1 発話文の終わりにつける。 
* 発話文が終了するごとに，「*」を「発話文終了」セルに記入する。つまり，発話文番号と発
話内容中の句点「。」と「*」の数は必ず一致する。このように，「発話文終了」と「発話内
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があるものなどを[  ]に入れて記しておく。 
(   ) 短く，特別な意味を持たない「あいづち」は，相手の発話中の最も近い部分に，(  )にくく
って入れる。 











































280 20 35 34 * TFA012 え、なに、将来は、スペイン?。 
280 20 36 35 * JF136 あー、最初はそう思ってたけどー(うん)、うーん、
ちょっと難しいかなーっと思って<笑い>。 
280 20 37 36 * TFA012 えーなんでスペイン語、スペイン語、好き?。 
280 20 38 37 * JF136 うん、好きです。 
280 20 39 38 * TFA012 ふーん。 





280 20 41 40 * TFA012 ふーん、##、英語?。 
280 20 42 41 * JF136 英語ーは、昔は一生懸命やってたけどー(うん)、
大学入ってから全然やってなくって<笑い>、結局
しゃべれない。 
280 20 43 42 * TFA012 そう。 
280 20 44 43 * JF136 うん。 
280 20 45 44 * TFA012 じゃ今、スペイン語はうまいでしょ?。 








280 20 48 47 * TFA012 あーそうですか、ふーん[ささやくように]。 
 

















による FTA を軽減する効果がある。4 節の分析結果から，初対面会話においても友人同士
の会話においても，非母語話者のほうが母語話者よりも相手の領域に踏み込む際に使用さ
れる B-2タイプの笑いが有意に多い（初対面会話：フィッシャーの正確確率検定, p=.04997, 
































286 20 275 271 * JF138 それも北京にある?。 
286 20 276 272 * CFA005 北京にある、うん。 




286 20 278 274 * JF138 えー知らなかった。 
286 20 279 275 * CFA005 えっ[驚いたように]?。 
286 20 280 276 * JF138 うん。 
286 20 281 277 * CFA005 説明し、説明、私が説明しているのが間違えてい
るかもしれない。 
286 20 282 278 * JF138 ううん、でも、全然知らないから。 
286 20 283 279 * CFA005 知らないの<笑い>?。 
286 20 284 280 * CFA005 清華の方が有名ですよ<軽い笑い>。 
286 20 285 281 * JF138 そうなんだ(んー)。 
 
非母語話者 CFA005 が，相手の母語話者 JF138 に北京にある有名な大学について話してい






























282 20 223 220 * JF135 えじゃあお母さんはもう日本語ベラベラ?。 
282 20 224 221 * TFA012 うん、そう。 
282 20 225 222 * JF135 うまい?。 
282 20 226 223 * TFA012 うん。 
282 20 227 224 * JF135 でも、あなたもうまいもんね。 
282 20 228 225 * TFA012 まだまだです。 
282 20 229 226 * JF135 <笑い>謙遜の仕方まで、こう、日本チックな。 
 




































325 22 598 578 * JF177 <え、もう全然できない、できない>{>}できない。 
325 22 599 579 * CFA007 謙虚しちゃだめだよ<笑い>。 
325 22 600 580 * JF177 違う、本当にできない、勉強しないと大変、大変。 
 
母語話者 JF177 が，非母語話者 CFA007 の英語力に関する質問に対して，発話文 578 で
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